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また近年は「ミレニアム・プロジェクト r教育の情報化」」によって，「ハードウエア」整備を中  
JLりこ様々な施策が行われていることは周知のとおりである。加えて，最近は遠隔教育の新形態と  
して“e－Learning”が注目を集め，コンピュータ・ネットワークの利点を活かす教育方法に期待が  




















「情報リテラシー （InfbrmationLiteracy）」概念の定義については，これまで数多くの議論が重  
ねられ，その都度様々な定義が試みられてきた。中でも通念上最も広く流通しているのは，ひと  
つは臨時教育審議会（臨教審）第二次答申（昭和61年4月）以降の文部省（当時）による定義で  






の学習指導要領における「情報教育」での育成目標と位置づけた。   
①情報の判断，選択，整理，処理能力及び新たな情報の創造，伝達能力   
②情報化社会の特質，情報化の社会や人間に対する影響の理解   
③情報の重要性の認識，情報に村する責任感   





1）情報活用の実践力3（→「手引」の（王×もが中心の能力）   
2）情報の科学的な理解4（→「手引」の（享X彰が中心の能力）   
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定されている。これは，ICTの技術的側面を基準に概念の階層化を図るものと判断できよう6。   
以上，両者の定義を整理し比較すれば，いくつかの共通点を指摘できる。   
第一に，既に指摘したとおり，「情報活用能力」と広義の「情報リテラシー」は，ほぼ同義で  
使用されている。したがって以後の論考において，両者を同概念と解釈する前提に不整合は存在  
しない。   
第二に，「情報リテラシー」が実際の教育現場において，情報通信機器，特にPCの操作能力に  
偏向する実態を反映している点である。これは先に述べたとおりであり，同様の懸念は枚挙に暇  




































情報の種類   意志決定への影響   不好男世の威少  意味・価値の有無   
000   なし   なし   なし   
001   なし   なし   あり   
010   なし   あり   なし   
011   なし   あり   あり   
101   あり   なし   あり   
111   あり   あり   あり   
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京都大学大学院教育学研究科紀要 第49号   
これは「r情報化」の「影」への対応」等というフレーズで次第に村象化されてはいるが，「情報  








r情報産業論」や林雄二郎の「情報化社会」が著された1960年代であった。   
吉井は，以降の「情報化」の流れを主に4つの傾向に集約している。   
一点目は「メディアの発達」であり，これはメディアの電子化を中心とした，社会に流通する  
情報量の増大化傾向を意味している。   
二点目は「コンピュータと通信システムの発達と普及」であり，これは機器やシステムの情報  
化およびネットワーク化を意味している。   
三点目は「産業構造と労働（職業）内容の変化」であり，これはいわゆる情報産業や情報労働  
（職業）の変化を意味する。   
四点目は「社会における情報の価値の増大」であり，これは価値の情報化，すなわちモノやサ  
























「情報教育」に批判を加え，テレビヤフイルム等の媒体を利用した「メディア・リテラシー 」教  
育の重要性を主張するが11，こうした教育が現在の教育現場から欠落しつつあるのも，「教育の情  
報化」が「マスメディア情報化社会」ブーム期に礎を築いていない点に起因する部分が少なから  
ず存在する。   
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した方が明確な認識が期待できる。   







づけている15。また，鈴木みどりは，世界で最初にメディア・リテラシー を教育に導入したカナ  
ダにおける先駆的市民組織「メディア・リテラシー協会」の定義をもとに，以下のような整理を  
行っている16。   
「メディア・リテラシー とは，市民がメディアを社会的文脈でクリティカルに分析し，評価し，  
メディアにアクセスし，多様な形態でコミュニケーションを創りだす力である。また，そのよう  
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開沼：「情報教育」をめぐる教育政策の方向性に関する考察  
（注：筆者作成。）  
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表2：受講生の意識変容（全体）  表3：「課題演習型」講義における意識変容  
表2   F値  Pイ直   
内容理解   0．55  0，58   
遠隔教育違和感   1．02  0．39   
対話有益性   2．37  0．07＊   
マルチメディア視覚効果   0．39  0．76   
操作不自由性   0．12  0．95   
操作性向上時利用   1．66  0．18   
遠隔利便性認識   0．69  0．56   
体調悪化   0．95  0．42   
紙鉛筆代用違和感   0．21  0．89   
知識の非定着   0．68  0．56   
学習効率低下   1．17  0．33   
情報格差認識   2．58  0．06＊   
遠隔講義授業進度   0．21  0．81   
遠礪講義雛化イメージ   3．14  0．05＊＊   
ペース格差認識   1．20  0．31   
表3   平均差  F値  t侶   
内容理解  0．16   1．04  －0．74   
遠隔教育違和感   0．44  2．15＊＊  －1．74＊   
対話有益性   0．38   1．39  －1．38   
マルチメディア視覚効果  －0．20   0．92  0．73   
操作不自由性   0．16   0．87  －0．5   
操作性向上時利用   －0．42  0．37＊＊  1．85＊   
遠隔利便性認識   －0．10  0．52＊＊  0．62   
体調悪化  0．35  2．23＊＊  －1．46   
紙鉛筆代用違和感   0．16   1．1  －0．54   
知識の非定着   －0．38   1．05  1．41   
学習効率低下   0．42   0．76  －1．53   
情報格差認議   －0．09   0．73  0．36   
遠隔講義授業進度   0．14   0．97  －0．48   
遠隔講義雛化イメージ   0．62  0．55＊  －2．39＊＊   
ペース格差認識   0．41   1．47  －1．58   










以上の検討から「情報リテラシー 」と周辺概念の関連性を含め，検討結果を整理すれば，以下  
のような特徴が明らかになるであろう。   
第一に，「情報リテラシー」として志向されてきた能力は，従来の教育目標と何ら変わるとこ  
ろがない。これは教育が普遍的に志向してきた能力（「教育リテラシー」）をICTの利用によって  
実現したいとの期待の現れに過ぎず，目的設定が暖昧であると解さざるを待ない。   
第二に，「情報」を「主体と環境の間でやりとりされる非物質的なものと捉えると，教育現場  




報教育」の実効性の検討には「負の情報」の扱いが重要になるものと思われる。   
第三に，「情報教育」がPC操作教育に偏るのは，「情報化」概念の変遷に時期的な影響を受け，  
その背景に技術的動向が存在するためだと考えられる。これが概念の「揺らぎ」現象へと帰結し  



















教育内容の「質」   （注：筆者作成）  
図2：技術と教育の「質」の保障に関する主な課題  
－405－   


























































3 課題や目的に応じて情報手段を適切に活用することを含めて，必要な情報を主体的に収集・判  
断・表現・処理・創造し，受け手の状況などを踏まえて発信・伝達できる能力。  
4 情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解と，情報を適切に扱ったり，自らの情報活用を評  
価・改善するための基礎的な理論や方法の理解。  
5 社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている影響を理解し，情報モラルの  
必要性や情報に対する責任について考え，望ましい情報社会の創造に参画しようとする態度。  
6 詳細は，郵政省『通信白書』平成12年度版を参照。  





9 社会構造変動論に関しては，ダニエル・ベル『脱工業化社会の到来』，ダイヤモンド社，1973年，  
およびアルピン・トフラー『第三の波』中公文庫，1980年を参照。   
10 吉井，前掲書，10頁～30頁を参照。   
11詳細は，高島秀之『IT教育を問う』有斐閣，2001年を参照。   
12 同様に「情報リテラシー」概念の内実を明確に認識する必要性から，関連諸概念との関わりを含  
め，整理を行った先行研究には，竹之内禎「情報リテラシー概念の分析：情報教育の基本的な在  
り方について」『情報社会試論』vol．4，1999年等がある。   
13 今栄国晴『教育の情報化と認知科学』福村出版，1992年，122頁。   
14 坂元，前掲書，30頁。   
15 高島，前掲書，24～25頁。   
16 鈴木みどり編『メディア・リテラシーを学ぶ人のために』世界思想社，1997年。   
17 高島，前掲書，24～25頁。   
18 遠隔講義は全13回の講義中5回実施し，うち3回を調査村象とした。形態は，「掲示板型」「チャッ  
トルーム型」「課題演習型」を採った。分析にあたっては，受講者の回答傾向の異同を確認するた  
め，分散分析および平均の差に関する検定（F検定，t検定）を行った。検定にはMicrosoftExcel  
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19 「掲示板やチャットを用いて教師や他の生徒との対話ができることは良いことだと思う」という  
質問項目に対する回答結果を反映している（以下20，21も同様）。  
20 「パソコンを使える人に比べ，自分は情報量の差で損をしていると思う」への回答。  
21「同じ内容の講義であっても，遠隔講義の方が難しい印象を受ける」への回答。  
22 「課題演習型」講義では，計算問題を含む課題演習を中心に，チャットルームを利用して質疑応  
答や解説を行う形態を探った。  
（博士後期課程3回生，比較教育政策学講座）  
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